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Public relations of Minami-aizu

その一瞬に勝負をかける
伊南武道館少年剣道大会

（ 須江 悠成 選手 ）
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目次 Contents
２０１８年１１月号

今月の表紙
同じ志を持つ相手を尊敬し

謙虚な気持ちで剣を交える選手たち
培ってきた忍耐と決断力を信じて

１対１の勝負に挑む

02 第３９回 伊南武道館少年剣道大会
04 町防災訓練
06 市町村対抗戦（軟式野球大会・ソフ

トボール大会）/びわのかげ陸上競
技大会

08 役場からのお知らせ（９件）
平成２９年度人事行政運営等の状況
/ｅＬＴＡＸ地方税の申告・納税を
インターネットから/固定資産（土
地・家屋）に異動があったら届出を
/福島県最低賃金/粗大ごみの出し方
にご注意を！ /町のがんばる企業紹
介シリーズ８「国権酒造㈱」/福島
県知事選挙開票結果/ふるさと納税

（応援寄附金）ありがとうございま
す/平成３１年度保育所等入所児童
募集のご案内

14 認知症カフェ
15 第３回役場ミニコンサートの出演者

を大募集！
16 まちの話題（４件）

南会津中の３年生が町の特産品を販
売/田島太鼓龍巳会「文化の国体」へ
出場/田島あたごカラオケ会がチャリ
ティー寄付金を贈呈/町長杯野球大会
で田部原が４年ぶりの優勝！

17 奥会津博物館で藍染作品展
18 くらしの情報

お知らせ・募集（１０件）/ 相談（４件）
21 大宅町長の公務百景

舘岩総合支所に救援車を配備
22 すまいるだより vol ７

１１月の納税こよみ
23 健康通信（４件）

乳幼児健診・相談カレンダー / １１・
１２月の日曜当番医 / 心の健康相談
/ こころの相談会

24 図書館へ行こう！
25 まちの文芸 / 誕生おめでとう / お悔

やみ申し上げます / まちの人口 / 編
集後記

26 新嘗祭の献穀米を収穫・宮中へ献納
※ 連載コラム「相続登記」の第２回は、

お休みします

剣道の里「伊南」に剣士が集結
選手宣誓は伊南武道館の五十嵐彩羽選手（南会津中２年）

　

39
回
目
を
迎
え
た
伊
南
武
道
館
少
年
剣
道
大
会
は
、
10
月
６
日
と
７
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
、
伊
南
武
道
館
と
伊
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
県
内
外
か
ら
１
４
１
チ
ー
ム
、
個
人
戦
と
団
体
戦
を
あ
わ
せ
て
述
べ

７
７
６
人
の
剣
士
が
集
結
。
日
々
鍛
錬
を
積
み
重
ね
、
己
の
心
と
技
を
磨
い
て
き
た

剣
士
た
ち
は
、
優
勝
を
目
指
し
て
持
て
る
全
て
を
竹
刀
に
込
め
て
戦
い
ま
し
た
。

伊南武道館の剣士の皆さん 積極果敢に攻める小杉美菜選手

【
大
会
成
績
】

◆
団
体
戦

・
小
学
男
子
の
部 

第
３
位

　

伊
南
武
道
館

◆
個
人
戦

・
小
学
男
子
の
部

　

優
秀
選
手
賞
（
ベ
ス
ト
８
）

　

酒
井
健
太
郎（
伊
南
武
道
館
）

・
中
学
女
子
の
部

　

優
秀
選
手
賞
（
ベ
ス
ト
８
）

　

須
江
凛
香
（
伊
南
武
道
館
）

※
町
関
係
者
の
み
掲
載

礼を交わし帯刀姿勢をとる大桃玄土選手
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防
災

訓
練

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
ス
ム
ー

ズ
な
防
災
活
動
に
つ
な
げ
る
に
は
、

関
係
機
関
や
団
体
と
の
緊
密
な
連
携

や
、
防
災
に
対
す
る
地
域
住
民
の
理

解
と
意
識
の
高
ま
り
が
と
て
も
重
要

で
す
。

　

万
が
一
の
災
害
発
生
に
備
え
る
た

め
、
町
の
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る

訓
練
が
、
10
月
14
日
に
御
蔵
入
交
流

館
周
辺
を
会
場
に
本
番
さ
な
が
ら
の

緊
張
感
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
訓
練
想
定
】

　

10
月
14
日
午
前
８
時
頃
、
田
島
地

域
を
襲
っ
た
震
度
６
強
を
記
録
す
る

大
地
震
で
、
建
物
の
倒
壊
や
土
砂
災

害
が
発
生
し
た
。

　

町
は
直
ち
に
御
蔵
入
交
流
館
に
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
消
防
団
と

広
域
消
防
署
を
招
集
す
る
。

　

田
島
地
域
で
は
各
所
か
ら
火
災
が

発
生
し
、け
が
人
が
続
出
し
た
ほ
か
、

有
線
電
話
や
配
電
線
な
ど
に
も
被
害

が
出
た
模
様
で
あ
る
。

　

災
害
対
策
本
部
は
避
難
所
を
開
設

す
る
と
と
も
に
、
電
気
と
電
話
の
復

旧
を
関
係
機
関
に
要
請
。
さ
ら
に
被

災
者
の
救
助
と
救
護
を
、
消
防
団
と

広
域
消
防
本
部
に
要
請
し
た
。

【
掲
載
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
】

①
町
消
防
団
第
１
支
団
非
常
招
集
訓

　

練
②
被
害
状
況
情
報
収
集
訓
練

※
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
上
空
か
ら
訓

　

練
の
様
子
を
撮
影

③
避
難
誘
導
訓
練

④
避
難
所
開
設
訓
練

⑤
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開

　

設
訓
練

⑥
倒
壊
建
物
検
索
救
出
訓
練

⑦
電
力
施
設
応
急
復
旧
訓
練

⑧
炊
き
出
し
訓
練

⑨
地
区
住
民
消
火
訓
練

⑩
電
信
電
話
施
設
応
急
復
旧
訓
練

９

１

２

３

４５

６

７

８

10
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スポーツの秋
autumn is a best season for sports

市
町
村
対
抗
戦

第
12
回
軟
式
野
球
大
会

チーム 一 二 三 四 五 六 七 八 計

川　俣　町 ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ２ ５

南会津町 １ ０ １ ０ １ ０ ０ １ ４
須賀川市・牡丹台野球場（１回戦）　延長８回特別ルール　試合時間：２時間５分

○バッテリー：菊地、池谷ー芳賀　▽三塁打＝猪股（大）

延
長
８
回
、
激
闘
の
末
１
点
差
で
惜
敗

　

9
月
17
日
、
須
賀
川
市
の
牡
丹
台
野
球
場
で
開
催

さ
れ
た
、
第
12
回
福
島
県
市
町
村
対
抗
軟
式
野
球
大

会
の
１
回
戦
。
川
俣
町
と
の
試
合
は
、
一
回
と
三
回

に
１
点
ず
つ
を
加
え
て
、
序
盤
は
南
会
津
町
の
ペ
ー

ス
で
試
合
が
進
み
ま
し
た
。

　

四
回
に
適
時
三
塁
打
な
ど
で
３
点
を
奪
わ
れ
て
逆

転
さ
れ
る
も
、
直
後
の
五
回
に
同
点
に
追
い
つ
き
、

そ
の
ま
ま
試
合
は
七
回
を
終
了
。
特
別
ル
ー
ル
（
無

死
満
塁
）
の
延
長
戦
へ
突
入
し
ま
し
た
。

　

２
点
を
奪
わ
れ
て
迎
え
た
八
回
裏
の
攻
撃
。
１
点

を
返
す
粘
り
を
見
せ
ま
し
た
が
、
あ
と
１
本
が
出
ず

に
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。
２
時
間
５
分
の
激
闘
の
末
、
１

点
差
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

南会津町の１回、先制のホームを踏む芳賀拓磨選手

　９月２３日、秋晴れのもとで開催されたびわのかげ陸上競技大会は、年長児童から74歳までのアスリート

が先人たちの記録に挑み、５種目13クラスで新たな記録が生まれました。

【
大
会
新
記
録
】

◆
年
長
男
子
60
Ｍ

　

渡
部
開
道（
田
部
原
保
育
所
）11
秒
７

◆
小
学
１
年
女
子
60
Ｍ

　

大
橋
梨
央
（
田
島
小
）
11
秒
４

◆
青
年
女
子
１
０
０
Ｍ

　

帯
刀
空
（
南
会
津
高
）
14
秒
９

◆
小
学
６
年
男
子
１
０
０
０
Ｍ

　

宮
島
温
人（
田
島
小
）３
分
19
秒
０

◆
小
学
３
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

　

渡
部
塁
人
（
伊
南
小
）
42
㍍
89

【
大
会
タ
イ
記
録
】

◆
成
年
男
子
４
部
60
Ｍ

　

小
林
稔
（
南
会
津
中
教
員
）
９
秒
１

【
大
会
記
録
（
新
種
目
）】

◆
小
学
５
年
男
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投

　

星
楓
（
桧
沢
小
）
42
㍍
00

◆
小
学
６
年
男
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投

　

湯
田
快
也
（
荒
海
小
）
52
㍍
72

◆
小
学
６
年
女
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投

　

酒
井
悠
果
（
南
郷
小
）
38
㍍
45

４６４人が記録に挑む
びわのかげ陸上競技大会

小学女子４×１００Ｍリレー中学男子・成年男子２部３０００Ｍ

新
種
目
「
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル

投
」
と
は

　

陸
上
競
技
や
り
投
の
小
中
学
生

版
種
目
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
状
の
投と
う
て
き擲

物
（
タ
ー
ボ
ジ
ャ
ブ
）
を
投
げ
る

種
目
。
近
年
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
各
種
大
会
で

も
正
式
種
目
と
し
て
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
町
関
係
者
の
み
掲
載

スポーツの秋
autumn is a best season for sports

第５回ソフトボール大会
２年連続ベスト１６の大健闘！

市 町 村 対 抗 戦

チーム 一 二 三 四 五 六 七 計

南会津町 ０ １ ０ ０ ０ ０ ２ ３

国　見　町 ０ ０ ２ １ ０ ０ ０ ３
相馬光陽Ａ球場（２回戦）　試合時間：１時間５４分（抽選勝ち）

○バッテリー：野中 、菊地ー 芳賀
七回に同点　抽選を制してベスト１６へ進出
　１０月２０日、２回戦の相手は国見町。２点を追う七回、１死二、
三塁から湯田（竜）の適時打で１点を返し、さらに大竹（弘）の適時
打で同点に追い付き試合終了、抽選へ。
　勢いそのまま抽選勝ちし、２年連続でベスト１６へ進出しました。

健闘をたたえ合う選手たち

チーム 一 二 三 四 五 六 七 計

相　馬　市 １ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ３

南会津町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
相馬光陽Ｂ球場（３回戦）　試合時間：１時間４０分

○バッテリー：野中、菊地 ー 芳賀
ベスト８への壁は厚く　相馬市に屈する
　１０月２１日、ベスト８をかけた３回戦は相馬市と対戦。初回に先
制を許すも、その後は互いに息詰まる投手戦が展開されました。
　一回に弓田（拓）、四回に湯田（竜）、六回に猪股（大）が安打を放つも、
最後まで相手投手を打ち崩せず無得点に抑えられ、初のベスト８には
届きませんでした。 大会成績ベスト１６　皆さんお疲れさまでした

チーム 一 二 三 四 五 六 計

会津坂下町 ０ ０ ２ ０ ０ ０ ２

南会津町 ０ ０ ０ ０ ０ ６× ６
相馬光陽 C 球場（１回戦）　試合時間：１時間３０分（六回時間切れ）

○バッテリー：野中、菊地 ー 芳賀
▽三塁打＝大竹（弘）　▽二塁打＝芳賀

打線が爆発！　六回に一挙６点
　１０月１３日、相馬市の相馬光陽ソフトボール場で開催された、
第５回福島県市町村対抗ソフトボール大会の１回戦。
　会津坂下町との試合は、２点を追う六回に打線が爆発。安打や
四死球などの１死満塁から児山の右前２点適時打、大竹（弘）の
中越え２点適時三塁打などで一挙に６点を奪い、会津勢同士の対
決を制しました。

逆転の２点適時打を放った児山和人選手
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

　「南会津町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の任免や職員数、職員の給与、
勤務条件の状況などをお知らせします。　　　　　　　　　　【問合せ】総務課　総務係　0241-62-6100

①研修会の開催
件　数 参加者数
20 件 52 人

②勤務成績の評定
　各職員の年１回昇給時期に勤務成績の評定をしていま
す。平成25年度に導入した人事評価制度により、職員の
能力開発や人材育成に取り組み、組織的・効率的な業務
遂行の推進や組織の活性化を目指しています。

職員の研修と勤務成績の評定11

①職員の健康の保持増進対策
種　　類 受診者数

生活習慣病検診 292人
人 間 ド ッ ク 55人
そ の 他 の 検 診 延べ 79人

②公務災害などの発生
　　2 人

職員の福祉と利益の保護12

　　なし
勤務条件に関する措置の要求14

　　なし
不利益処分に関する不服申立て15

職員の勤務時間、その他の勤務条件８

②職員の休暇

休暇の種類 年次（有給）
主　　　な　　　特　　　別　　　休　　　暇

結婚 産前産後 妻の出産 育児
（時間休暇） ボランティア 子の看護 忌引 夏季

付与日数 1年に20日※ 7日以内
産前8週間、
出産後
8週間

2日以内
1日30分 以
内2回（ 男
女とも）

5日以内
5日以内（2人
以 上 の 場 合
10日以内）

続柄により
1 ～ 10日 5日以内

■平成29年度中の育児休業取得職員 ･･･ 5 人　　　　　※20日を越えない範囲内の残日数は、翌年に繰り越します。
■平成29年度中の介護休暇取得職員 ･･･ 0 人

①一般職員の勤務時間と有給休暇の取得
正規の勤務時間

（１週間）
正規の勤務時間

（１日） 勤務開始時間 勤務終了時間 休憩時間 有給休暇
平均取得日数

有給休暇
消化率

38時間45分 7時間45分 8時30分 17時15分 12時 ～ 13時 13.0日 33.5％

※有給休暇平均取得日数と有給休暇消化率は、平成29年1月1日から12月31日までのものです。

職員の任免と職員数９

①採用試験の実施

職　種
第１次 第２次

試験日 受験者数 試験日 受験者数

大卒
程度

行政
7月23日

10人
8月26日

5人
土木 1人 0人

保健師 2人 1人
高卒
程度

一般 9月17日 7人 10月26日 3人
土木 2人 1人

②採用職員と退職職員
区　分 採用者数(A)※１ 退職者数(B)※２ (A)－(B)

一般行政職※３ 7人 9人 －2人
保 育 士 0人 3人 －3人
保 健 師 1人 0人 1人
技能労務職 0人 0人 0人

合　計 8人 12人 －4人
※１ 平成30年4月1日付けの新規採用者数です。
※２ 平成29年4月1日から平成30年3月31日までの人数です。
※３ 県教育委員会からの派遣職員を含みます。

③部門別職員数

部　　門
職　員　数 対前年

増減数平成29年度 平成30年度

一　般

行　政

議 会 3人 3人 0人
総 務 59人 58人 －1人
税 務 16人 16人 0人
民 生 33人 32人 －1人
衛 生 22人 22人 0人
農林水産 28人 30人 2人
商 工 16人 16人 0人
土 木 19人 18人 －1人

小　計 196人 195人 －1人
特　別
行　政

教 育 33人 33人 0人
小　計 33人 33人 0人

公　営

企業等

水 道 4人 4人 0人
下 水 道 2人 2人 0人
そ の 他 8人 9人 1人

小　計 14人 15人 1人
合　　計 243人 243人 0人

※公営企業等その他の職員は、国民健康保険事業、介護保険事
　業、後期高齢者医療事業に関する職員です。

平成２９年度 人事行政運営等の状況

人件費（一般会計決算）１
住民基本台帳人口 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）

15,899人 139億8931万2千円 19億5,686万1千円 14.0％
※人件費には、特別職に支給される給与と報酬を含みます。

職員数（A）
給　　　　与　　　　費 1人当たり給与費

（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
229人 7億8,357万7千円 1億2,295万円 3億1,123万3千円 12億1,776万円 531万8千円

※職員手当には、退職手当を含みません。

職員給与費（一般会計決算）２

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 318,741円 381,583円 44.1歳

※平均給与月額は、給料と職員手当（期末・勤勉手当、
　寒冷地手当を除く。）の合計額の平均月額です。

職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢（平成30年4月1日現在）３

区　分 採　用 初任給
経　　　験　　　年　　　数

2年以上3年未満 10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

一般行政職
大学卒 183,400円 195,500円 280,100円 320,300円 346,000円
高校卒 150,400円 157,300円 240,400円 284,500円 320,500円

職員の初任給と経験年数別・学歴別平均給料月額（平成30年4月1日現在）４

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
計標準的な

職務内容 主 事 副 主 査 係 長
主 査

課長補佐
室長補佐
主任主査

課　　長
室　　長
事務局長

参 　 事
支 所 長
課 　 長

職員数 28人 13人 79人 38人 23人 5人 186人
構成比 15.1％ 7.0％ 42.5％ 20.4％ 12.3％ 2.7％ 100％

※町の給与条例に基づく給与表の、職務の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
※保健師、保育士、税務職員、教育委員会事務局職員、教諭、水道事業職員、再任用職員、技能労務職員を除きます。

一般行政職の級別職員数（平成30年4月1日現在）５

特別職の報酬など（平成30年4月1日現在）７
区　分 給料月額 期末手当支給割合

町　　　長 795,000円 ６月期 1.575 月分
12月期 1.675 月分

計　 3.25 月分
副　町　長 636,000円
教　育　長 596,000円

区  分 報酬月額 期末手当支給割合
議　　　　　長 314,000円

６月期 1.575 月分
12月期 1.675 月分

計　 3.25 月分

副　　議　　長 243,000円
議会運営委員長

228,000円
常 任 委 員 長
常 任 副 委 員 長 222,000円
議　　　　　員 220,000円

職員手当（平成30年4月1日現在）６
区　分 町 国

期末勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
６月期 1.225月分 0.90月分 1.225月分 0.90月分
12月期 1.325月分 0.90月分 1.375月分 0.90月分
合　計 2.55月分 1.80月分 2.60月分 1.80月分

退職手当 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

同　左
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度 47.709月分 47.709月分

区　分 町 国
特 殊 勤 務 手 当 　 5,000円／回 ※1 －
時間外勤務手当 28万9千円／人 ※2 －

扶 養 手 当
配偶者 6,500円／月

同左子 10,000円／月
その他 6,500円／月

住 居 手 当 23万3千円／人 ※2 －
通 勤 手 当 10万3千円／人 ※2 －
管 理 職 手 当 31万8千円／人 ※2 －

※１は行旅死亡人処理業務の回数により支給
※２は平成29年度の支給実績（支給者の平均年額）

職員の分限処分と懲戒処分13
分限処分者数 懲戒処分者数

免職 休職 降任 降級 合計 免職 停職 減給 戒告 合計
0人 4人 0人 0人 4人 0人 0人 0人 0人 0人

①営利企業等従事許可
　　6件

職員の服務10

②職務専念義務免除
　　78件
　※各種健診の受診、体育大会役員、免許証更新など
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ｅＬＴＡＸ
エ　ル タ　ッ　ク　ス

自　宅　で オフィスで

インターネットで

まとめて、簡単手続き！

ｅＬＴＡＸは地方税の申告や納税を地方公共団体や金融機関の窓口に出向くことなく、
自宅やオフィスで、パソコンからインターネットを通じて簡単に行うことができるシステムです。

ＳＴＥＰ５　①電子申告、②電子申請・届出、③電子納税を行います

①電子申告
　ＰＣｄｅｓｋなどのｅＬＴＡＸ対応ソ
フトウェアから申告書を作成・送信して
ください。
　複数の提出先へ電子申告する場合は、
利用届出（変更）を行って提出先を追加
します。

【電子申告対象税目】
■法人都道府県民税
■法人事業税
■地方法人特別税
■法人市町村民税
■固定資産税（償却資産）
■個人住民税（給与支払報告書
　等や特別徴収関連手続き）
■事業所税

②電子申請・届出
　ｅＬＴＡＸで電子申告に関連した申
請・届出手続きを行うことができます。
　電子証明書があればすぐにでも利用で
きますが、代理人の場合は、利用者ＩＤ
が必要です。

【利用可能な手続き】
■法人設立届出や異動届出等
■申告手続きに関連した申請・
　届出手続き

③電子納税
　ＰＣｄｅｓｋなどのｅＬＴＡＸ対応ソ
フトウェアから納付情報の発行依頼を
行い、金融機関が提供しているインター
ネットバンキングやＡＴＭなどから、ペ
イジーを介して税金を納付することがで
きます。

【利用可能な手続き】
■申告手続きに関連した納付手
　続きができます。
※固定資産税（償却資産）を除く。

※地方公共団体ごとの提供サービスは、ｅＬＴＡＸホームページでご確認ください。

＜２０１９年１０月１日から地方税共通納税システムが稼動します＞

　個人住民税（特別徴収分）などが複数の地方公共団体に対して、一度の操作で電

子的に納税可能となります。
すべての地方公共団体へインターネットバンキングやダイレクト納付により納税が可能となる仕組みです。

　　　　　　法人都道府県民税　　法人事業税　　地方法人特別税　　事業所税

　　　　　　法人市町村民税　　個人住民税（退職所得に係る納入申告）
対象
税目

【問合せ】

一般社団法人　地方税電子化協議会

http://www.e-tax.nta.go.jp/

固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
）に
異
動
が
あ
っ
た
ら
届
出
を

　

土
地
や
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
（
納
税
義
務
者
）
に
対

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
土
地
や
※
家
屋
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
の
届
出
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
家
屋
と
は
、
屋
根
と
三
方
向
以
上
が
壁
や
建
具
（
戸
・
ド
ア
な
ど
）
で
囲
わ
れ
る
な
ど
し
た
建
物

　

の
こ
と
で
す
。
面
積
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

　
「
※

相
続
人
代
表
者
（
納
税
義
務
者
）
申

告
書
」
を
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
翌
年
度
か
ら
の
固
定
資
産
税
を
納
税
す
る

　

代
表
者
を
選
任
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
申

　

告
書
で
、
登
記
の
名
義
人
を
変
更
す
る
も

　

の
で
は
な
く
、
正
式
に
相
続
登
記
が
完
了

　

す
る
ま
で
は
、
相
続
人
代
表
分
と
し
て
他

　

の
資
産
と
は
区
別
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、登
記
の
名
義
を
変
更
す
る
場
合
は
、

　

法
務
局
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
相
続
登
記
」
が
年
内
に
完
了
し
た

　

翌
年
度
以
降
の
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１

日
現
在
の
登
記
簿
上
の
新
し
い
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

「
相
続
登
記
」
が
年
内
に
完
了
し
な
い

　

１
月
１
日
現
在
の
登
記
簿
上
の
所
有
者
が

亡
く
な
っ
た
ま
ま
な
の
で
、
翌
年
度
以
降
の

固
定
資
産
税
は
相
続
代
理
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

家
屋
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き

①
新
築
や
増
改
築

　

調
査
員
が
訪
問
し
て
家
屋
の
内
部
な
ど
を

確
認
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
税
務
課
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

②
取
り
壊
し

　

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た

と
き
は
、「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
す
る
こ

と
で
、
１
月
１
日
を
基
準
に
翌
年
度
か
ら
滅

失
分
の
固
定
資
産
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

③
災
害
に
あ
う

　

災
害
（
焼
失
・
自
然
災
害
な
ど
）
に
見
舞

わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
年
度
中
の
固
定
資
産

税
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
有
者
の
住
所
が
変
わ
る
と
き

①
町
内
の
転
居

　

住
民
生
活
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
町
民
課

で
転
居
届
を
提
出
す
る
だ
け
で
、
税
務
課
へ

の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

②
町
外
へ
の
転
出

　

町
外
や
海
外
へ
転
出
す
る
と
き
は
、
ご
家

族
な
ど
を
「
納
税
管
理
人
」
と
し
、
納
税
に

関
す
る
事
務
（
納
税
通
知
書
の
受
領
、
納
税

手
続
き
な
ど
）
を
委
任
で
き
ま
す
。

③
町
外
で
の
転
居
・
転
出

　
「
住
所
等
変
更
届
」
ま
た
は
お
電
話
で
税

務
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
１
０

福 島 県 最 低 賃 金
平成３０年１０月１日から変わりました

７７２円
※平成２９年から２４円引上げ

時給額

最
低
賃
金
、
確
認
し
ま
し
た
か
？

　

福
島
県
の
最
低
賃
金
は
、
常
用
、
臨
時
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
名

称
に
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。
使
用
者
は
、
そ
の
金
額
以

上
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
最
低
賃
金
に
算
入
さ
れ
な
い
も
の

・
精
皆
勤
、
通
勤
、
家
族
手
当

・
時
間
外
、休
日
の
割
増
賃
金
や
深
夜
手
当

・
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
１
か
月
を

　

超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

【
問
合
せ
】

福
島
労
働
局

電
話 

０
２
４
（
５
３
６
）
４
６
０
４

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ https://pc.saiteichingin.info/

ＳＴＥＰ１　利用届出を作成します
ｅＬＴＡＸのホームページから利用届出（新規）を提出してください。

ＳＴＥＰ２　利用者ＩＤ、仮暗証番号が発行されます
利用者ＩＤ、仮暗証番号が発行され、電子申告などのサービスがご利用いただけるようになります。

ＳＴＥＰ３　ｅＬＴＡＸ対応ソフトウェアを取得します
　　　　　　　　　●ＰＣｄｅｓｋは、ｅＬＴＡＸホームページから取得します。

●税務会計ソフトウェアは、ｅＬＴＡＸ対応のものを使用してください。

ＳＴＥＰ４　暗証番号を変更します
ＰＣｄｅｓｋなどのｅＬＴＡＸ対応ソフトウェアからｅＬＴＡＸへログインし、仮暗証番号を変更してください。
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町
で
は
、
地
区
ご
と
に
「
粗
大
ご

み
」の
収
集
日
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、

指
定
さ
れ
た
集
積
所
に
持
ち
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

粗
大
ご
み
は
、
基
本
的
に
「
ご
み

袋
に
入
ら
な
い
も
の
」
が
対
象
で
、

具
体
的
な
品
目
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
時
々
粗
大
ご
み
に
混

じ
っ
て
、
対
象
外
の
ご
み
が
持
ち
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

業
者
に
よ
る
収
集
や
、
東
部
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
分
別
作
業
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、「
粗
大
ご
み

と
し
て
持
ち
込
め
る
も
の
」
を
確
認

し
、
粗
大
ご
み
の
正
し
い
出
し
方
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
粗
大
ご
み
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ご
み
分
別
収
集
カ
レ
ン
ダ

ー
、
南
会
津
の
ご
み
分
別
辞
典
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
出
し
方
に

ご
注
意
を
！

対
象
品
目
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

粗大ごみは

①定められたごみを

②定められた日の午前８時までに

③定められた場所へ

　　　　　　　持ち込みましょう。

※収集されなかったものは、各自でお持ち帰りください。

粗大ごみとして収集されないものの一例
（燃えるごみ、危険ごみ、畳）

ごみ袋に入る大きさのものも、粗大ごみではありません
（写真のものは、燃えないごみ）

業者による収集作業 東部クリーンセンターでの分別作業
（すべて手作業で分別）

【問合せ】環境水道課　環境衛生係　　　　　０２４１- ６２- ６１４０　　舘岩総合支所　振興課　環境水道係　０２４１- ７８- ３３３５
　　　　　伊南総合支所　振興課　環境水道係　０２４１- ７６- ７７１７　　南郷総合支所　振興課　環境水道係　０２４１- ７２- ２１１４

国権酒造株式会社
シリーズ ８

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

　●会社の生産品卸先・受賞経歴

【卸　　先】　県内外の問屋、小売店、飲食店など。
【受賞経歴】　全国新酒鑑評会１１年連続金賞受賞（県内初）
【乾　杯　酒】　ダボス会議、国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）の
　　　　　　レセプション

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています

　創業明治１０年。「正直な酒」を合言葉に、丁寧に日本酒を醸しています。
　酒は、基本的に水と米と麹と酵母でつくります。水は、雪国ならではの軟水の井戸水を使用し、米は地元田島産で福島県が開発し
た唯一の品種「夢の香」をメインに使用しています。
　新米ができる１０月上旬から仕込みが始まり、４月までの半年以上、酒造りをしています。夏場は商品管理と酒の瓶詰、出荷が主
な仕事です。
　「和醸良酒」という言葉が酒屋にありますが、皆が和を持って仕事ができるような環境でこそ、良い酒ができると考えています。

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　「お客様に喜んでもらえること。そしてメーカーとして造りた
いものを造れること」がＰＲＩＤＥです。温故知新。日本酒は
懐の深い飲み物です。伝統的な技術を如何に継承できるかも大
変重要です。
　一方で、食や好みも時代とともに変化しますので、新たな試
みも必要になります。３０年以上前から生酒を販売し、山

やまはい

廃し
込み※１を始めました。また、近年では低精白※２の純米酒や低ア
ルコールの原酒を発売いたしました。
　先人の知恵と新しい技術で、もっと懐の深さを表現できたら
と思います。
※１　山廃し込みとは「山

やまおろしはいしもと

卸廃止酛」が正式名称で、日本酒の
　　　製法のひとつ。
※２　低精白とは玄米から表層部を削り取る「精米作業（精白）」
　　　の程度が低いこと。

【会社概要】
◆代表取締役：細井信浩　◆創業：明治１０年（１８７７年）
◆設立：昭和３７年４月１日　◆住所：南会津町田島字上町甲４０３７
◆ＴＥＬ：０２４１- ６２- ００３６　◆従業員数：１４人（男１２人・女２人）
◆ＵＲＬ：http://www.kokken.co.jp/

風情がある門の店構え 蒸米

当店のお酒 蒸した米の放冷作業

開票結果
候補者（届出順） 党派 得票数 町の票数

当選 内堀　雅雄 無所属 650,982票 9,280票

金山　　屯 無所属 10,259票 130票

髙橋　　翔 無所属 17,159票 245票

町田　和史 無所属 35,029票 353票

本町の当日有権者数・投票者総数・投票率
区　分 当日有権者数 投票者総数 投票率

   男 6,661 人 4,915 人 73.79％
内 18 歳 64 人 39 人 60.94％
内 19 歳 50 人 15 人 30.00％

   女 7,044 人 5,196 人 73.76％
内 18 歳 61 人 35 人 57.38％
内 19 歳 73 人 25 人 34.25％

   計 13,705 人 10,111 人 73.78％
内 18 歳 125 人 74 人 59.20％
内 19 歳 123 人 40 人 32.52％

10
月
28
日
投
開
票

福
島
県
知
事
選
挙
開
票
結
果

　

任
期
満
了
に
伴
う
福
島
県
知
事

選
挙
は
、
10
月
28
日
に
投
開
票
が

行
わ
れ
、
現
職
の
内
堀
雅
雄
氏
が

再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
投
票
率
は
73
・
78
％
で

県
内
７
位
。
前
回
（
平
成
26
年
）

の
73
・
53
％
を
０
・
25
ポ
イ
ン
ト

現
職
の
内
堀
雅
雄
氏
が
再
選

本
町
の
投
票
率
は
73
・
78
％

上
回
り
ま
し
た
。

　

福
島
県
全
体
の
投
票
率
は
45
・

04
％
で
、過
去
最
低
だ
っ
た
平
成
22

年
の
42
・
42
％
を
上
回
り
ま
し
た

が
、過
去
２
番
目
の
低
さ
で
し
た
。

【
問
合
せ
】

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

電
話
０
２
４
１（
６
２
）６
１
０
０

粗
大
ご
み
と
し
て
持
ち
込
め
る
も
の

【
あ
行
】

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

ア
イ
ロ
ン
台

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
カ
ー
テ
ン

編
み
機

網
戸

ア
ン
テ
ナ

ア
ン
プ
（
オ
ー
デ
ィ
オ
）

衣
装
ケ
ー
ス
、
衣
装
箱

椅
子
（
木
製
・
金
属
製
・
プ
ラ
製
）

一
輪
車
（
運
搬
・
ス
ポ
ー
ツ
）

犬
小
屋

鋳
物
製
品

乳
母
車

エ
レ
キ
ギ
タ
ー

エ
レ
ク
ト
ー
ン

園
芸
用
支
柱
（
１
８
０
㌢
以
上
）

応
接
用
ソ
フ
ァ
ー
・
テ
ー
ブ
ル

オ
ー
デ
ィ
オ
機
器

オ
ー
デ
ィ
オ
ト
ラ
ッ
ク

オ
ル
ガ
ン

【
か
行
】

カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル

カ
ー
ペ
ッ
ト

鏡
台

家
具

ガ
ス
レ
ン
ジ
台

カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ

カ
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス

カ
ラ
オ
ケ
機
器

換
気
扇

乾
燥
機
（
食
器
）

キ
ー
ボ
ー
ド
・
ギ
タ
ー

脚
立

給
湯
器
（
ガ
ス
式
）

空
気
清
浄
機

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス

熊
手
（
木
製
・
金
属
製
・
プ
ラ
製
）

車
椅
子

下
駄
箱

こ
た
つ

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
・
バ
ッ
グ

【
さ
行
】

サ
イ
ド
ボ
ー
ド

三
輪
車

Ｃ
Ｄ
コ
ン
ポ

自
転
車

じ
ゅ
う
た
ん

収
納
ボ
ッ
ク
ス

浄
水
器
（
据
置
）

除
湿
機

食
器
乾
燥
機
（
洗
浄
機
）

食
器
棚

水
槽
（
ガ
ラ
ス
・
プ
ラ
）

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

ス
キ
ー
キ
ャ
リ
ア

ス
コ
ッ
プ
（
鉄
・
ア
ル
ミ
・
プ
ラ
）

ス
チ
ー
ル
本
棚

ス
テ
レ
オ

ス
ト
ー
ブ
（
タ
ン
ク
は
空
）

ス
ノ
ー
ダ
ン
プ

滑
り
台

石
油
ス
ト
ー
ブ
・
ヒ
ー
タ
ー

扇
風
機

掃
除
機

ソ
フ
ァ
ー
（
ス
プ
リ
ン
グ
な
し
）

そ
り

【
た
行
】

竹
ほ
う
き

棚
（
木
製
）

た
ん
す

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

ち
ゃ
ぶ
台

机釣
竿

テ
ー
ブ
ル
（
机
・
台
）

テ
レ
ビ
台

電
気
釜

電
子
レ
ン
ジ

灯
油
用
ポ
リ
タ
ン
ク
（
中
は
空
）

ド
ラ
ム
（
楽
器
）

【
な
行
】

流
し
台

人
形
ケ
ー
ス

【
は
行
】

Ｂ
Ｂ
Ｑ
セ
ッ
ト
（
コ
ン
ロ
・
網
）

パ
イ
プ
椅
子

パ
イ
プ
ベ
ッ
ド

は
し
ご

ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ
ル

火
鉢

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
家
庭
用
）

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

布
団（
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
可
）

布
団
乾
燥
機

ブ
ラ
イ
ン
ド

ブ
ラ
ン
コ
（
家
庭
用
）

プ
リ
ン
タ
ー

風
呂
釜

風
呂
蓋

ベ
ッ
ド
（
ス
プ
リ
ン
グ
を
除
く
）

ペ
ッ
ト
小
屋

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

望
遠
鏡
（
ス
タ
ン
ド
式
）

ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
（
コ
ー
ド
を
除
く
）

ポ
リ
タ
ン
ク

本
棚

【
ま
行
】

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア

マ
ッ
ト
レ
ス
（
ス
プ
リ
ン
グ
な
し
）

ミ
シ
ン

ミ
ニ
ス
キ
ー

毛
布

餅
つ
き
機

物
干
し
竿
（
１
８
０
㌢
以
内
）

モ
ッ
プ

【
や
行
】

野
球
バ
ッ
ト

湯
沸
か
し
器
（
台
所
用
）

洋
服
だ
ん
す

【
ら
行
】

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー

ル
ー
フ
ボ
ッ
ク
ス

レ
コ
ー
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー

ロ
ッ
カ
ー
（
家
庭
用
）

※
こ
の
表
に
記
載
し
て
い
な
い
も
の
や
、
ご
み
袋
に
入
る
大
き
さ
の
も
の
は
、

　

粗
大
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

平成３１年４月１日から、保育所などへの入所・入園を希望する児童を次のとおり募集します。
希望する児童の保護者の方は、締切日までにお申込みください。

平成３１年度 保育所等入所児童募集のご案内

【掲載担当課】健康福祉課 子育て支援係 電話０２４１- ６２- ６１７０

地域 名　　称 所在地 定員 申込締切 電話番号

田島

（福）常真会　田島保育園 丹　藤 １２０人 １１月３０日（金） ０２４１- ６２- １０４６
（福）南会津町社会福祉協議会

びわのかげ保育所 永　田 １２０人 １１月３０日（金） ０２４１- ６２- ９７００

町立田部原保育所 田部原 　６０人 １１月３０日（金） ０２４１- ６２- ３９９６

田島カトリック暁
あけ

の星幼稚園 田島上町 　３０人
１２月末日

※満３歳を迎えると随時入園可能
※詳しくはお問い合わせください

０２４１- ６２- ０５６８

伊南 町立伊南保育所 古　町 　６０人 １１月３０日（金） ０２４１- ７６- ２０３４
南郷 町立南郷保育所 片　貝 　６０人 １１月３０日（金） ０２４１- ７３- ２９００

※舘岩幼稚園（２～５歳児保育・1歳児小規模保育）の募集は別途お知らせします。

定員等

　児童の年齢（学齢）と世帯の扶養義務者（父母等）の、住民税の課税額により異なります。
　なお、町では５歳児（年長児）の保育料を無料としています。

保育料

　「保育所入所案内」「入所申込書」「入園願書」が各保育所等および健康福祉課、各総合支所町民課
に備えてありますので、必要事項を記入の上、お申し込みください。
　なお、児童の状況などをお聞きしますので、お申し込みの際には必ず保護者の方がお越しください。

申込方法

　希望する保育所などで定員を超えている場合や調査の結果、家庭での保育が可能と判断された時は、
入所できない場合や希望する保育所を変更していただく場合があります。

その他 　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォンからもお申
し込みができるほか、クレジット決済もできます。
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。

総合政策課 企画政策係
電話 0241－62－6210

問南会津町 ふるさと納税

９月１６日から１０月１５日の間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計９３件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
福
島
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
で
台
東
区

に
来
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
頑
張
っ
て
稼
い
だ
お
金
で
す
。
大
切

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
町
の
豊
か
な
自
然
が
大
好
き
で
す
。

▼
町
に
お
世
話
に
な
っ
て
30
年
余
り
、

こ
れ
か
ら
も
「
剣
道
」
を
通
じ
た
交
流

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
南
会
津
会
副
会
長
の
友
人
で
す
。

▼
毎
年
恒
例
に
な
り
ま
し
た
。

▼
練
習
に
最
適
な
高
畑
ス
キ
ー
場
を
、

今
後
も
安
定
し
て
運
営
し
て
ほ
し
い
！

い
つ
も
応
援
し
て
い
ま
す
!!

▼
高
畑
ス
キ
ー
場
の
大
フ
ァ
ン
で
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
も
最
高
の
ゲ
レ
ン
デ
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

▼
舘
岩
地
域
の
平
野
物
産
店
で
販
売
し

て
い
る
「
深
山
の
味
き
ゃ
ら
ぶ
き
」

は
、
味
が
良
く
て
ご
は
ん
の
友
に
最
高

で
す
。
ぜ
ひ
大
宮
駅
で
も
販
売
し
て
ほ

し
い
で
す
。

▼
去
年
は
妻
が
納
税
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
野
菜
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

今
年
は
私
が
納
税
い
た
し
ま
す
。

▼
今
年
は
、
田
代
山
と
木
賊
温
泉
で
自

然
と
美
味
し
い
料
理
を
満
喫
し
ま
し

た
。
さ
さ
や
か
な
が
ら
町
の
未
来
を
応

援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名
東 京 都 中 央 区 渡辺　　繁　様 東 京 都 板 橋 区 小倉　基由　様 埼玉県さいたま市 木村　　誠　様
東 京 都 港 区 篠原　　泰　様 神奈川県川崎市 新井　　豪　様 愛知県名古屋市 杉山　元英　様
東 京 都 台 東 区 轟　貴美江　様 神奈川県横浜市 伊藤　辰雄　様 三重県四日市市 角田　昌弘　様
東 京 都 葛 飾 区 久世　晋司　様 千 葉 県 松 戸 市 小川　　勝　様 兵庫県たつの市 河原田円三　様
東 京 都 江 東 区 西川　里菜　様 茨 城 県 桜 川 市 宮田　克己　様 福 島 県 白 河 市 鈴木　隆司　様
東 京 都 江 東 区 久松信太郎　様 茨 城 県 水 戸 市 毛利　仙丈　様 福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様
東京都世田谷区 山田　宗一　様 埼玉県さいたま市 麥倉　祐一　様 匿 名 希 望 ７３件

▼
毎
年
、
高
畑
ス
キ
ー
場
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
高
畑
ス
キ
ー

場
を
応
援
し
た
く
て
、
初
め
て
ふ
る
さ

と
納
税
に
ト
ラ
イ
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
高
畑
ス
キ
ー
場
が
元
気
で
活
躍
で

き
ま
す
よ
う
に
！

▼
毎
年
、
高
畑
ス
キ
ー
場
で
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
オ
ン
リ
ー
の
ス
キ
ー
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
末
永
く
ス
キ
ー
ヤ
ー
オ

ン
リ
ー
の
継
続
と
、
ス
キ
ー
場
の
継
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
高
畑
ス
キ
ー
場
を
存
続
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
オ
ー
プ
ン
以

来
、
高
畑
ス

キ
ー
場
に
通
っ

て
い
ま
す
。
高

畑
ス
キ
ー
場
が

な
い
と
困
り
ま

す
！

▼
ス
キ
ー
場
の

存
続
と
、
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
。

過去のコンサートの様子（㊧１０月３日第２回、㊨３月２０日開庁記念）

　

町
民
が
気
軽
に
足
を
運
べ
る
、
親
し

み
や
す
い
庁
舎
と
し
て
広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
活

動
発
表
の
場
を
提
供
す
る
た
め
に
、
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
（
予
定
）
】

　

12
月
12
日
（
水
）

　

午
後
０
時
15
分
～
午
後
１
時
の
間
で

　

15
分
程
度

【
場
所
】

　

役
場
１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

【
出
演
数
】

　

１
組
（
概
ね
10
人
以
内
）

【
応
募
資
格
等
】

・
プ
ロ
、ア
マ
チ
ュ
ア
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
原
則
生
音
と
し
、
大
音
量
演
奏
は
控

　

え
て
く
だ
さ
い
。

・
そ
の
他
、
出
演
す
る
に
あ
た
っ
て
不

　

適
切
で
な
い
こ
と
。

【
応
募
方
法
】

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
郵
便
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
に
よ
り

　

決
定
し
ま
す
。

【
出
演
料
】

　

無
料

【
募
集
締
切
】

　

11
月
28
日
（
水
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

総
務
課　

管
財
係

　

電
話
０
２
４
１（
６
２
）６
１
０
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
１（
６
２
）１
２
８
８

役
場
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

第
３
回
の
出
演
者
を
大
募
集
！

認
知
症
カ
フ
ェ

第
４
回 

脳
げ
ん
き
カ
フ
ェ

　

認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
勉
強
会

や
悩
み
事
の
相
談
、情
報
交
換
な
ど
、

美
味
し
い
お
茶
と
お
菓
子
を
食
べ
な

が
ら
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

11
月
27
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

【
場
所
】

　

役
場
１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

【
内
容
】

・
認
知
症
の
人
と
の
接
し
方

・
脳
ト
レ
問
題

【
参
加
料
】

　

１
０
０
円

【
申
込
み
】

　

不
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

南
会
津
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話 

０
２
４
１（
６
４
）５
０
３
５

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
教
室

で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
み
ん
な
と
楽

し
く
体
操
し
た
り
、
交
流
会
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

その他 内容 日時 場所
体
操
の
で
き
る

服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

簡
単
な
体
操

転
倒
予
防
運
動

認
知
症
予
防
体
操

11
月
16
日
（
金
）

午
後
１
時
40
分

～
午
後
３
時

び
わ
の
か
げ

高
齢
者
セ
ン
タ
ー

時
間
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

餅
つ
き
交
流
会

12
月
21
日
（
金
）

午
前
中

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
花 

南
会
津

【
問
合
せ
】

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花 

南
会
津

　

電
話 

０
２
４
１（
６
２
）８
７
０
０
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優勝した田部原チーム

最高殊勲選手賞に池谷選手が輝く
町長杯野球 田部原が４年ぶりの優勝！

　

町
民
の
健
康
増
進
と
住
民
相
互
の
親
睦
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
、
町

長
杯
野
球
大
会
の
決
勝
戦
が
、
10
月
３
日
に
び

わ
の
か
げ
野
球
場
で
行
わ
れ
、
田
部
原
チ
ー
ム

が
中
町
チ
ー
ム
を
８
対
１
で
破
り
、
平
成
26
年

以
来
４
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
に
は
10
チ
ー
ム
（
地
区
）
が
参

加
し
、ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
参
加
を
通
し
て
世
代
間
の
交
流
も
図

ら
れ
、
住
民
相
互
の
親
睦
も
深
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
個
人
賞
は
次
の
と
お
り
で
す

◆
最
高
殊
勲
選
手
賞　

池
谷　
　

海（
田
部
原
）

◆
優
秀
選
手
賞　
　
　

阿
久
津
海
斗（
田
部
原
）

◆
敢
闘
賞　
　
　
　
　

阿
久
津
健
一（
中　

町
）

南会津中の３年生が町の特産品を販売
都心で食の安全安心をＰＲ

　

南
会
津
中
の
３
年
生
は
、
修
学
旅
行
で
訪
れ

た
東
京
都
墨
田
区
の
キ
ラ
キ
ラ
橘
商
店
街
で
、

南
郷
ト
マ
ト
や
伊
南
の
郷
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど

を
販
売
し
な
が
ら
、
町
の
食
の
安
全
安
心
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

　

JA
会
津
よ
つ
ば
や
町
観
光
物
産
協
会
、
福
島

県（
ふ
み
だ
す
ふ
く
し
ま
復
興
体
験
応
援
事
業
）

な
ど
の
協
力
を
得
て
実
現
し
た
こ
の
活
動
。
購

入
さ
れ
た
お
客
さ
ま
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

「
お
い
し
か
っ
た
で
す
」「
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
」

｢

南
会
津
に
行
っ
て
み
た
い
で
す｣

な
ど
の
、

温
か
い
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

福
島
の
食
の
安
全
と
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で
き

た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
よ
い
経

験
で
あ
り
、
大
き
な
達
成
感
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

物産販売でお客さまとふれあう生徒たち

文化振興や社会福祉事業への活用を
チャリティー寄付金を贈呈

　

田
島
あ
た
ご
カ
ラ
オ
ケ
会
（
星
悦
男
会
長
）

が
主
催
す
る
「
第
17
回
ふ
れ
あ
い
唄
と
踊
り
の

祭
典 

文
化
と
福
祉
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」

が
、
７
月
８
日
に
御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル

で
１
３
１
組
の
出
演
者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
催
し
で
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
３
万
５
千

円
を
、
町
の
文
化
振
興
と
福
祉
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
９
月
27
日

に
星
会
長
ら
が
来
庁
さ
れ
、
大
宅
町
長
に
寄
付

金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

左から坂田金之進さん、星会長、大宅町長、福田国士さん

国民文化祭おおいた２０１８で福島の復興をＰＲ
田島太鼓龍巳会「文化の国体」へ出場

　

10
月
14
日
、
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
（
大
分
県

大
分
市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
第
33
回
国
民
文
化

祭
・
お
お
い
た
２
０
１
８
太
鼓
の
祭
典
」。

　

東
北
か
ら
唯
一
出
場
し
た
田
島
太
鼓
龍
巳
会

（
出
演
名
称
：
會
津
田
島
太
鼓
保
存
会
）
は
、

南
会
津
の
創
建
話
を
も
と
に
し
た
創
作
曲
「
ざ

ん
ざ
」
を
力
強
く
演
奏
し
、
会
場
か
ら
は
多
く

の
拍
手
と
応
援
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
が
ふ
み
だ
す 

ふ
く
し
ま
復
興
体
験

応
援
事
業
」
の
支
援
を
受
け
て
出
演
し
た
祭
典

で
は
、
演
奏
の
ほ
か
に
福
島
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を

を
設
け
て
子
ど
も
た
ち
が
県
や
町
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
を
配
布
し
、
来
場
者
に
福
島
の
復
興

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

九州大分の地で力強く演奏するメンバー

ま ち の 話 題
news ＆ topics

藍染作品展

藍に魅せられて・Ⅱ

奥会津博物館で毎年４月から１１月まで開催している藍染講座
今年で２５期目を迎えた講座を記念して、２回目の藍染作品展を開催します。

講座生が制作した浴衣などの作品を展示するほか
芳賀家常

と き わ や

盤屋染物店（今生）に残る、寛政１２年（１８００年）の大福帳を特別公開
あわせて芳賀家の商圏や取引状況なども展示します。

旧杉原家住宅（町指定有形文化財）
２００年以上にわたり染屋を営んでいた杉原家の建物は、

現在、奥会津博物館に移築復元されています。

１１月２３日（金）～１月２７日（日）
平成３０年 平成３１年

奥会津博物館
〒９６７- ００１４

南会津町糸沢字西沢山３６９２- ２０

電　話 ０２４１- ６６- ３０７７
ＦＡＸ ０２４１- ６６- ３０８８

【開館時間】
午前９時～午後４時

【休　館　日】
年末年始（１２月２８日～１月４日）

 １２月～３月の毎週木曜日

【入　館　料】

区　分 小・中学生 高校生 大　人

個　人 １００円 ２００円 ３００円

団　体 　５０円 １５０円 ２５０円

※団体は２０人以上

交 流 広 場
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お
知
ら
せ
・
募
集

お
知
ら
せ
・
募
集

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

くらしの情報
local   life   Information

②
施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　

～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら

の
お
知
ら
せ

①
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
、
６
か
月
の
職
業

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要

望
に
お
応
え
し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
リ
フ
ォ

ー
ム
技
術
コ
ー
ス

（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

コ
ー
ス
）

短
期
デ
ュ
ア
ル
訓
練

機
械
も
の
づ
く
り

コ
ー
ス
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ

Ｃ
コ
ー
ス

定

員

15
人

６
人

訓
練
期
間
平
成
31
年
１
月
８
日

　
　
　

～
６
月
28
日

（
６
か
月
間
）

平
成
31
年
１
月
８
日

　
　
　

～
７
月
31
日

（
７
か
月
間
）

対
象
者
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い

と
判
断
さ
れ
た
方

訓
練
場
所
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市

神
指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

受
講
料
無
料

募
集
締
切
12
月
18
日
（
火
）

選
考
日
時
12
月
20
日
（
木
）
午
前
９
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

℡ 申

　

福
島
地
方
法
務
局
と
福
島
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を「
第

70
回
人
権
週
間
」
と
し
、
当
該
週
間
を
中
心
に

積
極
的
な
啓
発
活
動
や
相
談
活
動
を
展
開
し
ま

す
。

　

ま
た
、
人
権
週
間
に
限
ら
ず
電
話
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
と

法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
悩
み
事
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

※
相
談
時
間
は
、
年
末
年
始
を
除
く
平
日
の
午

　

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

第
70
回
人
権
週
間
の
お
知
ら
せ

問℡問℡問℡

　

働
き
方
改
革
関
連
法
が
成
立
し
、
平
成
31
年

４
月
１
日
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
主
や
人
事
労
務
担
当
者
な
ど
を
対
象

に
、
県
内
４
会
場
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

働
き
方
改
革
関
連
法
が
順
次

施
行
さ
れ
ま
す

開
催
日

会　

場

時
間

11
月
20
日

（
火
）

と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ

ン
タ
ー
（
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）

午後１時30分～午後４時

11
月
26
日

（
月
）

い
わ
き
新
舞
子
ハ
イ
ツ

11
月
29
日

（
木
）

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス

12
月
７
日

（
金
）

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

※
詳
し
く
は
、
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

福
島
労
働
局 

雇
用
環
境
・
均
等
室

　

０
２
４
（
５
３
６
）
４
６
０
９

　

https://jsite.m
hlw.go.jp/fukushim

a-ro

　

udoukyoku/hom
e.htm

l

問℡HP
　

11
月
19
日
（
月
）・
21
日
（
水
）・
26
日
（
月
）・

　

28
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日℡ 場申

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
を
雇
用
し
、
一
緒
に

農
業
を
し
て
い
る
実
践
活
動
を
聴
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
仕
事
を
す
る
こ
と
の
意

味
や
、
農
業
の
担
い
手
と
し
て
の
可
能
性
を
一

緒
に
考
え
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

11
月
28
日
（
水
）
午
後
１
時
～
午
後
３
時

　

南
郷
総
合
セ
ン
タ
ー

　

講
演

　
「
精
神
障
が
い
者
と
リ
カ
バ
リ
ー 

～
障
が
い
が

　

あ
っ
て
も
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
～
」

　

福
島
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

精
神
科
医
師　

後
藤　

大
介　

氏

　

実
践
報
告

①
「〝
農
福
連
携
〟
～
実
践
と
今
後
の
展
開
～
」

　

㈱
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｕ
Ｒ

　

代
表
取
締
役　

目
黒　

大
輔　

氏

②「
リ
カ
バ
リ
ー
と
仕
事 

～
支
援
の
立
場
か
ら
～
」

　

下
郷
作
業
所　

ホ
イ
ッ
プ

　

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者　

星　

忠　

氏

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

11
月
22
日
（
木
）

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所　

保
健
福
祉
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
６
９
８

精
神
障
が
い
者
地
域
生
活
移
行
理
解

促
進
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

日場内内対締申℡Ｆ

母
子（
父
子
・
寡
婦
）福
祉
資
金

制
度
の
お
知
ら
せ

　

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
、
寡
婦
を
対
象
に
、

経
済
的
な
自
立
や
児
童
の
修
学
な
ど
に
必
要
な

資
金
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
、
修
学
資
金
、
就

学
支
度
資
金
、
修
業
資
金
な
ど
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　

申
し
込
み
や
ご
相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

①
母
子
（
父
子
）
福
祉
資
金

・
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者

の
な
い
女
子
（
男
子
）

②
寡
婦
福
祉
資
金

・
過
去
に
母
子
家
庭
と
し
て
20
歳
未
満
の
児
童

　

を
扶
養
し
た
こ
と
が
あ
る
配
偶
者
の
な
い
女

　

子
（
一
部
所
得
制
限
あ
り
。）

・
40
歳
以
上
の
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
前
年
の

　

所
得
が
２
０
３
万
６
千
円
以
下
の
方

【
申
請
方
法
】

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
役
場
（
総
合
支
所
）
の

窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
後
に
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
受
け

付
け
・
審
査
を
し
、
貸
し
付
け
を
決
定
し
ま
す
。

【
資
金
の
振
込
目
安
】

　

申
請
か
ら
振
り
込
み
ま
で
１
か
月
程
度
を
要

し
ま
す
の
で
、お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
合
格
発
表
前
で
も
申
請
可
能
で
す
。

※
資
金
は
原
則
４
・
10
月
に
振
り
込
み
ま
す
。

【
問
合
せ
】

●
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

電
話
０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
９

●
健
康
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

　

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

●
舘
岩
総
合
支
所 

町
民
課 

健
康
福
祉
係

　

電
話
０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
５

●
伊
南
総
合
支
所 

町
民
課 

健
康
福
祉
係

　

電
話
０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
３

●
南
郷
総
合
支
所 

町
民
課 

健
康
福
祉
係

　

電
話
０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
５

　

（公財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
海
外
生
活

を
通
じ
た
国
際
感
覚
の
育
成
を
目
的
に
、
７
つ

の
コ
ー
ス
で
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
の
参
加
や
、
初
め
て
海
外
に
行
く
方

が
７
割
以
上
で
す
が
、
事
前
の
研
修
で
仲
間
づ

く
り
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

【
体
験
内
容
】
※
コ
ー
ス
に
よ
り
選
択

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
英
語
研
修
、
文
化
交
流
、

地
域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

【
研
修
先
（
コ
ー
ス
）】

　

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、

サ
イ
パ
ン
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

【
日
程
】
※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

　

平
成
31
年
３
月
24
日（
日
）～
４
月
５
日（
金
）

の
内
６
～
11
日
間

【
対
象
学
年
】
※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

　

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

【
定
員
】

　

10
～
20
人

【
参
加
費
】
※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

　

25
万
８
千
円
～
49
万
８
千
円

【
申
込
締
切
】

　

平
成
31
年
２
月
１
日
（
金
）

※
早
期
申
込
割
引
あ
り
。（
平
成
31
年
１
月
25

　

日
ま
で
。）

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

【
事
業
説
明
会
】
※
近
隣
の
み
掲
載

●
福
島
会
場

　

平
成
31
年
１
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時

　

福
島
テ
ル
サ

●
仙
台
会
場

　

平
成
31
年
１
月
27
日
（
日
）
午
後
３
時

　

仙
台
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

　

（公財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
４
１
―

０
０
３
１　

東
京
都
品
川
区
西

　

五
反
田
７
の
15
の
４　

第
三
花
田
ビ
ル
４
階

　

０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

　

０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
４

　

info@kskk.or.jp

　

http://w
w

w.kskk.or.jp

場℡Ｆ 問Ｅ 日場 日HP

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」
で
す

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か
。

　

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
雇

用
形
態
に
関
わ
ら
ず
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇

っ
て
い
る
事
業
主
は
、労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

未
だ
加
入
手
続
を
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
速
や
か
に
福
島
労
働
局
、
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

福
島
労
働
局 

総
務
部 

労
働
保
険
徴
収
室

　

０
２
４
（
５
３
６
）
４
６
０
７

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

℡ 問℡ 問
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注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

相
　
談

お
知
ら
せ
・
募
集

交
通
事
故
の
損
害
賠
償
問
題
で

お
困
り
の
方
へ

　

自
動
車
事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
、
示
談
を
め

ぐ
る
損
害
賠
償
の
問
題
で
お
困
り
の
方
へ
、
弁

護
士
が
「
中
立
・
公
正
」
な
立
場
で
、
当
事
者

間
の
紛
争
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

被
害
者
ご
本
人
に
損
害
賠
償
問
題
の
法
的
な

知
識
が
な
く
て
も
、
交
渉
に
不
慣
れ
で
も
安
心

で
す
。

　

ま
ず
は
、
お
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

弁
護
士
費
用
は
無
料
で
す
。

　

ご
相
談
に
な
じ
ま
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

（公財）
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー
仙
台
支
部

　

〒
９
８
０
―
０
８
１
１

　

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
４
の
６
の
１

　

仙
台
第
一
生
命
タ
ワ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
11
階

　

０
２
２
（
２
６
３
）
７
２
３
１

℡ 問 料注

10月 会議・行事名
１ 会津総合開発協議会南会津地方

部会・第６９回南会津地方議員
大会議決事項の要望 / 南会津郡
出身県庁職員等郷友会

２ 只見川電源流域振興協議会奥会
津展

３ 埼玉県伊奈町議会行政視察
４ しあわせ金婚夫婦表彰式
６ 伊南武道館少年剣道大会
７ 南会津新そばまつり
９ 栃木県西部・会津縦貫南道路整

備促進期成同盟会設立総会
10 会津・野岩鉄道次期経営改善計

画案説明会 / 田島太鼓龍巳会激
励金贈呈

11 内堀まさお氏出陣式 / 全国治水
砂防協会理事、顧問会議

12 全国治水砂防協会現地視察
13 ㈱オグラ新店舗オープニングセ

レモニー
14 町防災訓練
15 町長杯グラウンドゴルフ大会 /

町総合振興計画審議会 / 県山岳
遭難対策協議会会計監査 / 平成
３１年度当初予算編成会議

16 町長杯婦人バレーボール大会
17 国道３５２号改良工事促進期成

同盟会県要望 / 内堀まさお氏個
人演説会

19 国道１２１号改良促進期成同盟
会総会・中央要望

20 南郷新そばまつり
21 斎藤山ふれあい登山セレモニー
22 献穀米献納式 / 県立南会津病院

友の会通常総会
24 県雪対策協議会中央要望
25 国道３５２号改良工事促進期成

同盟会地元選出国会議員への要
望

26 若者定住応援プログラム交付金
交付式

27 田島地域すこやかふれあいの集
い / 川島区収穫祭・新そばまつ
り / ふるさと南会津会秋紀行交
流会

28 那須野巻狩りまつり
29 チャレンジデー２０１８チラシ

大賞授賞式 / 湯花里苑１５周年
記念山田仁先生を囲む感謝の集
い

31 国道４００号舟鼻峠改良促進期
成同盟会中央要望 / 全国雪対策
協議会要望

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 53
くらしの情報
local   life   Information

　

原
発
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
で
お
困
り
の

方
、
中
立
・
公
正
な
国
の
機
関
で
あ
る
原
子
力

損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
が
無
料
で
和
解

仲
介
を
行
い
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

11
月
28
日（
水
）・
12
月
12
日（
水
）・
26
日（
水
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

大
熊
町
役
場 

会
津
若
松
出
張
所
（
旧
学
鳳

　

高
校
跡
）

　
「
東
京
電
力
か
ら
示
さ
れ
た
金
額
で
は
納
得

　

で
き
な
い
方
」「
東
京
電
力
か
ら
賠
償
さ
れ

　

な
い
方
」
な
ど

　

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
会
津

　

支
所
は
、
11
月
よ
り
毎
週
水
曜
日
、
一
箕
町

　

松
長
で
の
業
務
を
お
休
み
し
ま
す
。

　

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー

　

０
１
２
０
（
３
７
７
）
１
５
５

出
張
窓
口
を
開
設
し
ま
す

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
会
津
支
所

日場問℡ 対注

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
専
門
相
談

員
が
家
計
や
借
金
の
状
況
な
ど
を
聞
き
取
り
な

が
ら
、
家
計
の
見
直
し
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
に

引
き
継
ぎ
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
お
悩
み
の
方
、
生
活

資
金
の
不
足
で
借
金
返
済
が
困
難
な
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

12
月
18
日
（
火
）
午
後
１
時
～
午
後
５
時

　

会
津
地
方
振
興
局　

別
館
２
階
会
議
室

　
（
会
津
若
松
市
追
手
町
７
の
５
）

　

無
料

　

12
月
17
日
（
月
）
※
予
約
制

　

原
則
予
約
制
で
す
が
、
受
付
状
況
に
よ
り
当

　

日
受
付
が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

　

多
重
債
務
相
談
窓
口
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
２
４
（
５
３
３
）
０
０
６
４

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

「
家
計
と
お
金
の
悩
み
」解
決
を
お
手
伝
い

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

日料 場締問℡ 注

　

県
で
は
、
女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

女
性
相
談
員
が
あ
な
た
と
一
緒
に
、
問
題
解

決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）

　

家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
（
結
婚
・
離
婚
な
ど
）

　

家
族
関
係

　

経
済
面
や
生
活
の
こ
と　

な
ど

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

女
性
相
談
窓
口

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

福
島
県
女
性
の
た
め
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

女
性
相
談
窓
口

　

０
２
４
（
５
２
２
）
１
０
１
０

女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
を
開
設

女
性
相
談
員
が
対
応
し
ま
す

問℡問℡ 内

県
民
健
康
調
査
「
妊
産
婦
に
関
す
る

調
査
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

福
島
県
と
福
島
県
立
医
科
大
学
で
は
、
平
成

23
年
度
よ
り
毎
年
、
質
問
紙
に
よ
る
「
妊
産
婦

に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
の
提
供
や
よ
り
良
い
産
科
医
療
と

育
児
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
、
平
成
30
年
度
も

引
き
続
き
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
過
去
の
調
査
結
果
は
、
福
島
県
立
医

科
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
目
的
】

・
妊
産
婦
の
皆
さ
ま
の
こ
こ
ろ
や
身
体
の
健
康

　

状
態
を
把
握
し
、
不
安
の
軽
減
や
必
要
な
ケ

　

ア
を
提
供
す
る
。

・
現
状
や
意
見
、要
望
な
ど
を
的
確
に
把
握
し
、

　

県
内
の
産
科
、
周
産
期
医
療
の
充
実
に
つ
な

　

げ
る
。

【
時
期
】

　

平
成
30
年
11
月

【
対
象
者
】

①
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
７
月
31

　

日
ま
で
に
、
県
内
の
市
町
村
か
ら
母
子
健
康

　

手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方

②
右
記
の
期
間
に
県
外
で
母
子
健
康
手
帳
を
交

　

付
さ
れ
た
方
で
、
里
帰
り
出
産
を
さ
れ
た
方

【
調
査
票
】

･

①
の
方
に
は
直
接
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

・
②
の
方
は
産
科
医
療
機
関
か
ら
調
査
票
が
配

　

布
さ
れ
ま
す
。

　

福
島
県
立
医
科
大
学

　

放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

妊
産
婦
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
２
４
（
５
４
９
）
５
１
８
０

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

http://fukushim
a-m

im
am

ori.jp/pregnant-

　

survey/

℡ 問HP子
宮
が
ん
検
診（
施
設
健
診
）の

受
診
は
済
ん
で
い
ま
す
か

　

対
象
者
へ
お
送
り
し
て
い
る
受
診
券
の
使
用

期
限
は
12
月
21
日
（
金
）
で
す
。

　

受
診
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
指
定
医
療
機
関

へ
予
約
を
し
、期
限
内
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
た
に
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
で
20
歳
以
上
の
女
性

【
指
定
医
療
機
関
】

　

町
が
指
定
す
る
会
津
若
松
市
内
の
医
療
機
関

※
県
立
南
会
津
病
院
は
、
11
月
中
の
木
曜
日
の

　

み
受
診
可
能
で
す
。

　

健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

℡ 問

食
べ
残
し
ゼ
ロ
推
進
運
動

～
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
～

　

福
島
県
で
は
、
大
切
な
食
べ
物
の
ム
ダ
を
な

く
し
、
よ
り
よ
い
環
境
を
目
指
す
た
め
、「
も

っ
た
い
な
い
！
食
べ
残
し
ゼ
ロ
推
進
運
動
」
を

展
開
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
運
動
の
期
間
】

　

平
成
30
年
12
月
～
平
成
31
年
１
月

【
日
常
生
活
で
で
き
る
こ
と
】

・
買
い
物
も
外
食
も
、「
食
べ
き
れ
る
量
」「
必

　

要
な
量
」
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

・
冷
蔵
庫
の
中
身
を
小
ま
め
に
確
か
め
、
消
費

　

期
限
や
賞
味
期
限
の
早
い
も
の
か
ら
順
に
消

　

費
し
ま
し
ょ
う
。

・
宴
会
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
乾

　

杯
後
の
30
分
間
と
、
お
開
き
前
の
10
分
間
は

　

料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

福
島
県
一
般
廃
棄
物
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
２
４
９

℡ 問

相
　
談

　

９
月
６
日
に
配
備
さ
れ
た
こ
の
車
両

は
、
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
の
補
助

金
で
購
入
し
た
も
の
で
、
災
害
時
の
救
援

や
救
護
、
社
会
福
祉
事
業
な
ど
、
主
に
町

が
行
う
赤
十
字
の
業
務
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

舘
岩
総
合
支
所
に
救
援
車
を
配
備

赤
十
字
業
務
の
向
上
へ
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健康通信
Health Information

月日 病　　院　　名 電　話

11月18日 な か や ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-73-2036

　　25日 舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町） 0241-78-8688

12月２日 伊南小野木クリニック（南会津町） 0241-76-7780

　　９日 耳鼻咽喉科あべクリニック（南会津町） 0241-62-8733

　　16日 朝 日 診 療 所（只　見　町） 0241-84-2221

　　23日 き む ら ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-62-5576

　　30日 佐 藤 医 院（下　郷　町） 0241-67-2134

　※午前中のみの診察です。
　※11月25日と12月２日の当番医が変更になりましたので
　　ご注意ください。

１１ ・ １２月の日曜当番医

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

●乳幼児健康相談
期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

12月11日（火） ６～８か月児健康相談
13：30～13：45 健診ホール

（御蔵入交流館内）

平成30年４月～５月生まれ

12月20日（木） １歳児健康相談 平成29年10月～11月生まれ

乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

11月21日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

平成30年７月生まれ

12月12日（水） １歳６か月児健診 平成29年５月～６月生まれ

12月19日（水） ３～４か月児健診 平成30年８月生まれ

心の健康相談のお知らせ
　眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認
知症のこと・・・など、一人で抱え込んでいませんか。
　話すことで楽になることもあります。秘密は厳守しま
すので、安心してご相談ください。

期　日 １２月１２日（水）
時　間 １３：３０～１５：００
場　所 南会津保健福祉事務所（南会津保健所）

その他
・相談は無料です。
・予約制ですので、事前に問い合わせ先へ
　お申込みください。

【問合せ】南会津保健福祉事務所（南会津保健所）保健福祉課
　　　　　電話０２４１- ６３- ０３０５

こころの相談会のお知らせ
　思春期のこころの問題や、アルコール・ギャンブルな
どの依存に関する悩みをご相談ください。
　※秘密は厳守します。
　※カウンセリングなどの治療ではありません。

期　日 １１月２２日（木）・１２月１３日（木）

場　所 福島県精神保健福祉センター

その他
・相談は無料です。
・相談日の３日前までに、電話で予約して
　ください。

【問合せ】福島県精神保健福祉センター
　　　　　　　　　電話０２４- ５３５- ３５５６

１１月の納税こよみ
国 民 健 康 保 険 税　　第５期
介 　 護 　 保 　 険 　 料　　第５期
後期高齢者医療保険料　　第４期
国 　 民 　 年 　 金　　10月分

納期限は１１月３０日（金）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224

す
ま
い
る
だ
よ
り

「
じ
い
ち
ゃ
ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
力
」

ｖｏｌ ７

今
回
は
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ

う
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま

す
。

で
は
、
子
ど
も
の
視
点
か
ら
み

た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
世
代
の
魅
力
と
は
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
世
代
の
皆
さ
ん
は
、
た
く

さ
ん
の
経
験
と
豊
富
な
知
識
が
あ

り
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
遊
び
を

生
み
出
す
ヒ
ン
ト
や
、
相
手
を
許
す

こ
と
の
大
切
さ
を
学
べ
る
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
は
、
親
よ
り
も
年
齢
の

大
き
な
世
代
と
交
流
す
る
経

験
で
「
気
持
ち
が
安
定
し
や
す
い
」

「
自
分
自
身
を
大
切
に
し
よ
う
と
す

る
気
持
ち
が
育
ま
れ
る
こ
と
が
多

い
」
「
物
事
を
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら

捉
え
る
柔
軟
さ
が
生
ま
れ
や
す
い
」

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
世
代
は
、
子
ど
も

と
接
す
る
こ
と
で
「
老
化
防
止
に
役

立
つ
」
「
さ
ら
な
る
生
き
が
い
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。

現
在
の
子
育
て
で
は
、
環
境
の

変
化
に
よ
っ
て
自
分
の
子
育

て
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
社
会
か
ら

孤
立
し
て
苦
し
ん
で
い
た
り
、
仕
事

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

【
参
考
図
書
】

①
祖
父
母
手
帳 

つ
な
げ
よ
う
・
ひ

　

ろ
げ
よ
う
「
孫
育
て
」

　

南
会
津
町 

監
修

②
「
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス

　

よ
う
こ
そ
初
孫
の
巻
」

　

明
橋
大
二
・
吉
崎
達
郎 

著

皆
さ
ん
は
現
在
、
町
で
無
料
配

布
さ
れ
て
い
る
「
祖
父
母
手

帳
」
の
存
在
を
ご
存
知
で
す
か
。
誰

で
も
手
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の

手
帳
は
、
健
康
福
祉
課
や
各
総
合
支

所
の
町
民
課
な
ど
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

内
容
は
、
今
と
昔
の
子
育
て
の

違
い
や
予
防
接
種
の
こ
と
な

ど
、
世
代
が
変
わ
る
と
誤
解
を
生
み

や
す
い
項
目
を
、
わ
か
り
や
す
く
丁

寧
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

一
般
的
に
祖
父
母
と
父
母
で
考
え
が

す
れ
違
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
項
目
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
に
は
、
素
敵
な
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
世
代
の

皆
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
世
代
を
超
え
た
交
流
で
、
親
・

子
・
祖
父
母
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
に

多
く
の
学
び
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
町

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

と
の
両
立
に
悩
ん
で
い
る
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

祖
父
母
手
帳
は
、
そ
ん
な
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
も
「
楽
し
み
な
が
ら
子
育
て

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
」
「
一
緒

に
子
ど
も
の
成
長
を
喜
び
、
見
守
っ

て
も
ら
い
た
い
」
・
・
・
そ
ん
な
気

持
ち
を
込
め
た
手
帳
で
す
。
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう！

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

◆ふと景色を見渡すと、いつの間にか山々が色付き、秋
　の深まりを感じる季節になりました。
◆一方、昨年よりも「カメムシ」が多く発生しているよ
　うにも感じます。
◆うわさでは、カメムシが多い年は大雪になる・・・と。
　早めのタイヤ交換や冬囲いなど、カメムシの多い少な
　いにかかわらず、しっかり冬に備えましょう。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口  ◆平成３０年１１月１日現在

総人口 １５, ７２９ 人 （－３２）
男 ７, ６９５ 人 （－１４）
女 ８, ０３４ 人 （－１８）

世帯数 ６, ７１３ 世帯 （－　６）
※（　）内は前月比　

24 12 月（Ｄｅｃｅｍｂｅｒ）

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

11 月（Ｎｏｖｅｍｂｅｒ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

≪おはなし会≫

テーマ 「ふゆじたく」 「ことしのおわり」

開催日 １１月１７日（土） １２月１５日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象 幼児～小学校低学年

イベントのご案内

※申込み不要です。直接会場にお越しください。

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

枝
揺
す
る
猿
の
一
群
秋
の
天　
　
　
　
　
　
　

星　
　

昴
明

　

厨
に
も
風
の
音
に
も
秋
近
し　
　
　
　
　
　
　

湯
田　

畊
道

　

露
け
し
や
ポ
ス
ト
へ
落
と
す
文
の
音　
　
　
　

柏
倉　

清
子

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

む
き
向
き
に
鍬
鎌
金
棒
牛ご

ぼ
う蒡
掘
る　
　
　
　
　

岡
本
り
つ
子

　

あ
り
の
ま
ま
み
な
そ
れ
ぞ
れ
に
草
紅
葉　
　
　

馬
場
美
世
子

　

一
杯
が
二
杯
と
な
り
ぬ
夜
長
か
な　
　
　
　
　

馬
場　
　

良

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

月
光
に
十
七
文
字
の
ラ
ブ
レ
タ
ー　
　
　
　

酒
井　

里
美

　

稚
魚
ね
ら
ふ
鷺さ

ぎ

の
　

嘴
く
ち
ば
し

　

水
澄
め
り　　
　
　
　

星　

美
恵
子

　

花
か
実
か
我
が
身
に
映
す
吾わ

れ
も
こ
う

亦
紅　
　
　
　

河
原
田
光
子

鴫
山
短
歌
会

　

そ
り
返
り
校
歌
を
歌
う
金か

な
の
う農
の

　
　
　

ナ
イ
ン
さ
わ
や
か
む
ら
さ
き
の
色　
　

大
竹　

幸
一（
下
塩
江
）

　

パ
ワ
ハ
ラ
は
受
け
た
も
せ
ぬ
も
す
れ
違
い

　
　
　

し
た
方
は
し
た
思
い
が
な
く
て　
　
　

塚
原　

弘
一（
東
町
）

　

喜
寿
な
る
も
ラ
ジ
オ
体
操
日
々
は
げ
む

　
　
　

孫
の
様
な
る
若
者
達
と　
　
　
　
　
　

澤
崎　

芳
子（
寺
前
）

まちの文芸

【一般図書】
花だより　　　　　　　　　　　　　高田　郁　著

宴の前　　　　　　　　　　　　　堂場　瞬一　著

その先の道に消える　　　　　　　中村　文則　著

銀橋　　　　　　　　　　　　　　中山　可穂　著

掟上今日子の乗車券　　　　　　　西尾　維新　著

沈黙のパレード　　　　　　　　　東野　圭吾　著

猫のエルは　　　　　　　　　　　　町田　康　文

バロルの晩餐会　　　　　　　　　　夢枕　獏　作

六十歳からの人生　　　　　　　　曽野　綾子　著

となりの脳世界　　　　　　　　村田　沙耶香　著

【児童図書】
あいうえおりょうりめしあがれ　　　accototo　著

いつもいっしょに　　　　　　こんの　ひとみ　作

ノラネコぐんだん　おばけのやま　工藤　ノリコ　著

キツネのはじめてのふゆ　　ﾏﾘｵﾝ・ﾃﾞｰﾝ・ﾊﾞｳｱｰ　作

いじわるちゃん　　　　　たんじ　あきこ　作・絵

ろーるぱんぶっぶー　　　　トモコ＝ガルシア　作

くだものぱくっ　　　　　　　　　彦坂　有紀　作

星につたえて　　　　　　　　　安東　みきえ　文

101ぴきのダルメシアン　　　ドディ・スミス　原作

かあちゃんのジャガイモばたけ　ｱﾆﾀ・ﾛｰﾍﾞﾙ　さく

新 着 本 の ご 案 内

おすすめ図書の紹介

　著者は、南会津町在住の掃部真那さんと千鶴さん親子で、お母さんのおなかのなかにいた時の、娘の真那さんの

胎内記憶を描いた絵本です。図書館にありますのでぜひお読みください。

※田島地域の「びわのかげ保育所子育て支援センター」「田島カトリック暁の星幼稚園」「祇園会館のレストラン」

　にも置いてありますのでご覧ください。

【 掃
か も ん

部真
ま な

那さん・千
ち づ る

鶴さん プロフィール 】

　２０１１年、南会津町高野地区に家族で移住。南会津の自然と人々に支えられて、感謝の日々を送る。

　真那さんは桧沢小学校３年生。千鶴さんは、絵や絵本を制作するかたわら、「ＮＰＯ法人福島県もりの案内人の会

南会津支部」「放課後子ども教室」で活動中。

「おなかのなかで」　かもん　まな、ちづる ／ さく

　　　　　　　　　　　　　　かもん　まな ／ え

第９回 矢祭もったいない図書館 手づくり絵本コンクール
家族の部　最優秀賞受賞作品
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９
月
27
日
、
宮
中
行
事
「
新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
」
へ
の

献
穀
米
を
収
穫
す
る
抜ぬ

い
ぼ穂

式
が
、
舘
岩
地
域
伊

与
戸
の
献
穀
田
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
コ
メ
の
品
種
は
「
里
山
の
つ
ぶ
」。

収
穫
に
は
、
耕
作
し
た
星
安
彦
さ
ん
（
会
津
高

原
た
て
い
わ
農
産
㈲
代
表
取
締
役
）、
渡
部
正

義
副
町
長
、服
部
実
南
会
津
農
林
事
務
所
長
と
、

地
元
の
伊
与
戸
、
熨
斗
戸
地
区
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
、鎌
を
使
っ
て
丁
寧
に
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　
「
今
年
は
気
象
条
件
が
良
く
、
素
晴
ら
し
い

品
質
の
献
穀
米
が
収
穫
で
き
た
。
仕
上
げ
の
乾

燥
調
製
ま
で
手
を
緩
め
ず
に
取
り
組
み
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
星
さ
ん
。
献
穀
米
の
出
来

に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

手刈りした稲を持って記念撮影

　

明
治
25
年
以
来
、
各
都
道
府
県
の
精
農
家
が

新
穀
を
献
納
す
る
伝
統
行
事
「
新
嘗
祭
」。
10

月
22
日
、
皇
居
を
訪
れ
た
星
さ
ん
ご
夫
婦
は
、

同
じ
く
献
穀
者
に
選
ば
れ
た
佐
藤
円
治
さ
ん

（
田
村
市
）
の
献
穀
米
５
合
ず
つ
を
合
わ
せ
、

福
島
県
と
し
て
の
１
升
を
献
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

献
穀
田
で
獲
れ
た
新
米
を
、
数
量
・
期
間

限
定
で
販
売
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

販
売
店　

道
の
駅
「
番
屋
」

　

問
合
せ　

会
津
高
原
た
て
い
わ
農
産
㈲

　

電　

話　

０
２
４
１
（
７
８
）
２
７
９
５ 皇居で新米を献納する星安彦さんご夫婦

新
嘗
祭
の
献
穀
米
を
収
穫舘岩地域　で抜穂式、宮中へ献納

（
伊
与
戸
）


